道路法第２４条工事条件書
１　工事中は、道路管理者の指示又は監督に従い、かつ、工事現場に工事責任者を常駐させること。

２　この工事により道路（附属物を含む。）又は第三者に損害を与えたときは、申請者の負担をもって、原形復旧又は損害の賠償を行うこと。

３　この工事により新たに必要となる道路敷地については、申請者の負担により県（国）に帰属させるとともに、工事完了後、土地境界を明らかにするため用地境界杭を、道路管理者の職員立会いのもとに、申請者の負担をもって設置すること。

４　道路敷に設けた工作物、物件又は施設については、申請者において常に善良なる注意義務をもって良好な状態を保持すること。

５　工事現場には、下記の承認表示板を申請者の負担において提出しておくこと。

６　工事の実施に当たっては、一般交通に支障を与えないよう特に注意するとともに、路面を汚染しないこと。

７　工事完了後、残土、残材料等があるときは、これを速やかに道路敷外に搬出し、付近を清浄にし、道路管理上及び交通上支障のないようにすること。

８　工事完成検査終了の日から２年以内に工事箇所が破損した場合（第三者の故意又は過失による場合を除く。）又は工事に起因する影響が周囲の路面に現れた場合は、道路管理者の指示に従って、申請者の負担において措置を行うこと。
９　他の法令の規定による行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とする場合において、これらの処分を受けることができなくなったとき、又はこれらの処分が取り消され、若しくは効力を失ったときは、この承認も失効する。この場合において既に工事に着工しているときは、道路管理者の指示に従って、現状に回復させること。
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